
 

令和５年度 学校重点目標具現化の「学校経営グランドデザイン」                山形市立南山形小学校   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標達成の具体的な取組 
方針①育成する資質能力を明確にし、課題

解決に向けた協働的な学びを推進す
る。 

方針②かかわりを通して、自分も仲間も大
事にし合える温かい人間関係をつく
る。 

方針③健やかな体づくりと、粘り強い心
を育成する。 

・ＰＤＣＡサイクルを生かした、カリキュラ
ム・マネジメントの日常化 

・確かな学力をつける授業づくり・指導方法
の工夫や改善 

・ＩＣＴ機器を効果的に活用した教育活動
（タブレットを活用した授業の日常化） 

・価値ある豊かな体験活動の充実 
・豊かな読書活動の充実 
・学年内交換授業の実施 
 
 

・生徒指導の三機能（自己存在感・共感的な
人間関係・自己決定の場）を組織的・計画
的に取り入れる。【認め合い・助け合う学
級づくりが基盤】 

・一人一人のよさを生かし、ニーズに応じた
特別支援教育の充実 

・道徳教育、人権教育の実践と充実 
・いじめ・不登校への早期対応及び未然防止
に向けた組織的な取り組みの推進 

・思いやりの心を育む活動の充実 

・いのちの教育の充実 【自他の尊重】 
・生活の土台となる基本的な生活習慣の
確立 

・運動の日常化による体力の向上 
・個々のめあての設定と振り返り 
・生命を守る防災・安全教育の充実 

 

 

重点目標達成に向けた取り組みを教員一人一人が具現化する方法 

【学級経営案に基づくＰＤＣＡ】 
・3つの重点と児童の実態、担任の思いから、目指す子ども像、具
体的な資質・能力、指導の手立てを明らかにする。内容は、教職
員評価として活用できるようにする。（学級経営案と業績評価の
一体化） 

【学級カリキュラムマップに基づくＰＤＣＡ】 
・学期毎のカリキュラムマップを作成し、カリキュラム・マネジメ
ントを行う。日常的にマップを見直し、アップデートして見通し
を持った指導を進めていく。 

 
担任が授業づくり・学級づくりに専念できるよう教員の教育活動を支援する学校経営活動 

 
 

組織・運営の改善（含む会議改革） 
 
教育課程（含む行事や週時程）の改善等 

 
特別支援教育体制の充実 

 
家庭・地域との連携、教育資源の活用等 

 
その他、ＯＪＴ・働き方の改善等 

 
・職員会議前の検討事項協議・情報の共有化の
ため、主任会を適宜設定する。提案の仕方、
内容の精選を行い、職員会議の時間の短縮
を図る。 

・カリキュラムマネジメントを推進する。カリ
キュラムマップを作成し、日常的な見直し
をしてアップデ－トする時間を設定する。 

・学年内、または担外が入った教科担任制の実
施。 

 
 
 

 
・５月の個人面談は、保護者の思いや願いを聞
き、繋がりを持つ機会とする。 

・学習発表会は１日開催で、全校児童・保護者
が参観できるようにする。 

・認め合える学級作りの基盤として、週１回火
曜日の朝の活動を【すぎのこタイム】とし、
ペアトークやエンカウンター等に取り組む。 

 この時間の意義を共有し、担当者が提案す
る。 

・教育活動全体で【主体性】【協働性】を育む
こととし、各活動をＰＤＣＡサイクルで実施
する。常に C→Aに努める。 

 
 

 
・特別支援教育コーディネーターを中心に、担任の
困り感に寄り添い支援する体制を構築する。 

・タイムリーに教育支援部会を開催し、具体的な支
援活動を明らかにする。 

・週１回の職員打合せ【子どもを語る会】で、見守
りや支援が必要な子どもの情報を共有する。 

・実態や要望に応じて、担外が、ＴＴ指導や取り出
し指導でのサポートを行う。 

・保護者との面談には必要に応じてコーディネー
ターも同席し、保護者の困り感や願いに支援でき
るようにする。なお、記録をシートに残し、関係
者で情報を共有する。 

 
・地域のよさや、自然・文化を生かした教育活動
を位置づけ、地域学校協働活動推進員を日常
的に活用する。 

・学校運営協議会と連携しながら、地域を大切
に思う子どもを育んでいく。 

・保護者と共通理解を図る面談や参観を大切に
し、信頼関係を構築する。 

・学校や子どもの情報を、家庭や地域にタイム
リーに発信する。（学校だよりはＨＰ掲載・学
年だよりはメール配付） 

・保護者アンケートの電子入力化 
・近隣学校（園）との連携と教育活動 
 

 
・同僚性の構築 
→互いに支え合って、のりしろを広く 

・タイムマネジメントに努め、日々の生活
を豊かにしていく。 

・喫緊の教育課題に対する職員研修計画 
（年３回） 

・職員みんなで若手教員を育てる日常的
なOJT 

・ＰＦ時間の設定（放課後、事務処理時間
の確保） 

・職員打合せの資料は、ペーパーレス化 
・月１回定時退校日 
 
 

重点目標     めざす子ども像 
① 自ら学び、仲間と関わりながら学ぶ子ども 

 
② 互いのよさを認め合い、互いを大切にできる子ども 

 
③進んで挑戦し、ものごとに粘り強く立ち向かう子ども 

 

重点目標の決め方（児童や地域
の良さ◎と課題●） 
 
◎素直で素朴な子どもが多い 
◎真面目に学習や活動に取り
組む 

◎主体的に取り組む姿 
●自分の思いや考えを発信す
る表現力 

●友だちの良さや頑張りに目
を向け認め合う 

●相手意識や目的意識 
●最後までやり抜く粘り強さ 
 
 
 
 
 

重点目標の評価と検証方法
（教頭・教務） 
 
〇学校評価（児童、保護者、
学校関係者による） 

〇客観的データ（全国学力・
学習状況調査、県学力検
査、標準学力調査、Ｑ-Ｕ
質問紙結果） 

〇教員の自己評価（教職員評
価を兼ねる） 

〇通知表内容の検討 

具体的な取組を推進する各部の活動 
 
【学習指導部】 
・「個別最適な学び」「協働的な学び」の一
体化 

・『学びのスタンダード』の共有化 
・タブレットを活用した学習の日常化 
・価値ある豊かな体験と育成する資質能力
との関連 

・読書の質の向上 
 
【生徒指導部】 
・互いを認め合える学級づくり 
・『すぎのこタイム』の活用毎火曜日朝時間 

・組織的な特別支援教育相談体制づくり 
・心の健康チェック年３回・児童面談 
・異学年交流の充実 
 
【健康安全指導部】 
・いのちの教育 
→学カリマップへ位置づけて実施 

・楽しみながら運動できる場の設定 
・洪水を想定した避難訓練 
  
 
 
 
 

重点目標を具現化する研究活動 
【研究主題】 
「自ら学び、仲間と関わりながら学ぶ 

子供」をめざして （１年次） 
 
重点①  【主体性】  
自ら学ぶ力を高める 
 →・解決課題の工夫 
  ・解決への見通しがもてるような 

働きかけ 
   ・学習の振り返りの充実 
 
重点②  【協働性】 
 仲間と関わりながら学ぶ力を高める 
   「仲間と学ぶ、仲間に学ぶ」 
  →・考えを表現する活動の充実 
   ・思考を促す発問の吟味 
   ・対話の場面や方法、 

学習形態の工夫 
 
※協働性の基盤としての学級経営の重視 
※教育活動全体で主体性と協働性を育む 
※ファシリテートとコーディネート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標    かしこく    ゆたかに   たくましく 
 

～主体的に学び 互いに認め合って生活する子どもの育成～ 

めざす学校像 
 

① 安全、安心に学ぶ学校 

② 保護者・地域と歩む、信頼される

学校 

めざす教職員像 
 

① 子どもの心に寄り添い，一人一人の

ニーズに対応する教職員 

② 互いのよさを認め合い、高め合える

教職員 

③ 課題解決に力を合わせる教職員 

キーワード：学力の向上 

 

キーワード：かかわり・つながり 

 

キーワード：自尊感情の育成 

 


